
踊
・
．
字
㍉
　
の
．
沿
∵
l
革

ー
一

l
積
㍉
　
君
・

一

、

－

1

小
・
　
林
　
　
束
・
一
－
規
．
．
　
1

一
、
は
l
 
L
　
　
が
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
l

①

′

　

　

　

　

　

　

　

・

◎

・

　

　

　

◎

一

　

l

撃
に
つ
い
て
の
説
明
に
は
、
明
治
時
代
以
後
、
嘉
義
則
博
士
・
旛
本
誓
博
士
㌔
濃
治
博
士
這
鷺
基
博
士
の
言
及
が
あ
る

が
、
そ
の
沿
革
に
つ
い
．
て
1
多
く
の
訓
粘
資
料
に
基
き
具
盟
的
に
諭
ぜ
ら
れ
た
も
．
の
壬
で
は
、
中
田
票
博
士
の
「
佃
名
蜃
用
菅
旗
の
沿

．．◎
革
」
が
奉
げ
ら
れ
る
。
沖
田
博
士
の
論
旨
は
、
同
博
士
の
要
約
に
ょ
れ
は
次
の
如
く
で
あ
る
（
注
5
掲
載
書
六
二
四
頁
）
。

H
平
恨
名
お
よ
び
甘
侶
名
に
お
け
る
．
盲
の
墨
字
は
」
漢
字
の
蜃
字
に
起
源
し
て
ゐ
て
‥
古
今
同
三
愛
透
が
無
か
っ
．
た
。
一
一

⇔
漢
字
の
重
用
に
再
々
歳
実
お
よ
び
苗
歳
々
々
の
雨
様
式
が
あ
る
が
」
平
侶
名
お
よ
び
片
恨
名
且
ご
」
の
．
両
手
法
を
空
て
、
「
い
、
一
．
よ

、
」
「
イ
ー
コ
l
、
」
「
い
よ
、
、
」
「
イ
ヨ
↓
、
」
・
の
重
用
音
符
を
用
ゐ
た
∵
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

日
片
恨
名
の
「
イ
コ
、
、
」
・
I
ま
平
安
朝
以
降
用
ゐ
ら
れ
な
く
し
て
滅
ん
だ
三
　
　
　
∵
　
　
　
．
．
′
　
一
一

回
片
恨
名
の
、
イ
↑
コ
、
・
」
は
平
安
中
期
1
り
漸
次
↓
1
ぐ
」
．
の
形
に
欒
化
も
始
め
た
。
こ
れ
は
ま
だ
上
下
不
均
整
の
も
の
で
あ
る
。

平
個
名
の
「
い
1
よ
こ
は
連
綿
憶
の
た
め
に
l
「
ノ
～
l
」
・
の
姿
と
な
・
？
た
了
こ
の
形
が
平
傾
名
に
現
は
れ
た
た
め
に
了
片
催
名
の
南
鮎

が
誘
ほ
れ
て
短
線
に
漸
次
伸
長
し
た
ら
も
い
l
。
　
　
　
、
一
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
二
、
．
二
J
二
十
r
一
　
－

国
＝
平
虚
名
の
「
い
よ
、
こ
は
「
ノ
こ
に
進
み
、
上
下
均
整
の
姿
を
示
す
に
至
る
。
t
か
し
て
こ
れ
が
平
恨
名
の
「
∠
7
」
の
如

き
不
均
整
な
る
姿
に
働
き
か
け
て
、
l
漸
次
こ
れ
を
無
形
せ
し
め
∵
ま
た
片
侶
名
や
「
ニ
！
二
を
誘
っ
・
て
均
整
な
る
形
に
導
い
た
。
「

l



腕
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
績
　
劾
（
小
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

軍
片
催
名
の
「
イ
∵
m
、
」
を
′
「
イ
ヨ
．
一
′
こ
に
誘
導
し
た
の
は
、
一
平
恨
名
の
連
練
盟
の
墨
字
の
カ
で
あ
り
」
こ
の
．
「
！
、
」
を
更

に
均
整
の
．
あ
か
「
イ
」
」
に
ま
で
誘
導
し
た
の
も
、
ま
た
平
侶
名
の
連
林
髄
の
力
で
あ
や
鞍
「
・
二
．

出
　
す
な
は
も
、
平
恨
名
の
達
株
健
の
畳
字
が
主
働
的
で
あ
っ
て
、
片
恨
名
の
畳
字
は
平
恨
名
の
模
倣
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
さ

れ
ば
こ
．
そ
l
追
随
的
な
片
恨
名
の
轟
字
と
l
平
恨
名
の
盛
事
と
が
、
遂
に
今
l
日
の
如
く
同
形
と
な
っ
一
た
の
一
で
あ
る
。
二
平
酸
名
お
よ
び
片
催
名

が
、
上
も
に
同
†
の
「
」
′
＼
」
を
用
ゐ
る
七
．
い
ふ
現
象
は
、
．
決
し
て
偶
然
の
結
果
で
は
な
い
。
l

㈹
　
甘
恨
名
の
「
イ
7
1
、
」
式
の
墨
字
が
、
鎌
倉
期
に
入
る
ま
で
．
に
滅
ん
だ
と
い
ふ
理
由
は
、
平
侶
名
の
畳
字
が
、
主
働
的
で
あ
っ
た

事
宜
に
ょ
′
っ
て
解
摺
さ
れ
得
る
。
平
恨
名
で
は
、
l
平
安
後
期
に
降
れ
ば
」
「
、
、
」
の
如
き
二
鮎
の
畳
字
が
、
連
綿
盟
の
影
響
に
ょ
り

「
く
」
・
の
形
匿
l
ま
で
進
化
を
遂
げ
た
の
で
あ
l
っ
た
。
す
な
は
ち
結
果
と
し
て
、
「
、
こ
の
二
郎
の
昼
字
は
、
l
l
平
酸
名
に
お
い
て
は
腰

滅
さ
れ
る
こ
．
上
に
な
っ
た
の
で
あ
る
1
さ
れ
は
平
侶
名
を
模
倣
追
随
七
て
ゐ
た
片
恨
名
も
」
早
晩
平
橿
名
に
用
ゐ
ら
れ
な
く
な
っ
た
「
、

、
」
を
放
棄
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
∴

以
上
八
項
の
彗
哉
ず
、
臼
は
恨
名
に
お
け
る
二
字
墨
字
の
起
源
に
関
す
る
説
で
、
松
本
進
書
博
士
の
御
説
を
、
奈
良
時
代
の
漢
字
資
料
を

始
め
平
安
時
代
の
恨
名
肇
料
に
ょ
っ
．
て
具
餞
的
に
讃
せ
ら
れ
た
。
両
国
内
出
は
「
！
＼
」
（
二
字
踊
字
の
一
筆
書
き
）
の
推
移
に
つ
い
て
、

上
下
均
整
と
い
う
見
地
よ
り
観
察
し
、
不
均
整
か
ら
均
整
へ
の
欒
形
の
姿
と
し
て
把
え
ら
れ
た
も
の
で
、
平
借
名
の
連
約
位
が
片
酸
名
を
も

導
い
た
、
と
さ
れ
た
。
こ
ー
の御
説
は
多
く
の
訓
鮎
資
料
や
平
侶
名
資
料
を
駈
促
さ
れ
た
好
諭
で
あ
る
が
、
更
に
他
の
資
料
を
も
補
っ
て
そ
れ

そ
れ
の
形
態
を
仔
細
に
比
較
検
討
し
た
結
果
、
二
字
の
踊
字
に
は
、
起
筆
恋
の
位
置
の
高
低
と
い
う
見
地
か
ら
も
、
時
代
の
推
移
に
従
っ
て

一
定
方
向
に
無
化
し
て
い
る
革
質
の
把
え
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
中
田
博
士
が
多
く
の
時
間
と
努
力
と
を
以
て
解
明
さ
れ
た

墨
字
の
沿
革
の
大
綱
に
封
し
て
は
、
附
け
加
え
る
所
は
少
く
、
ま
こ
と
に
授
ぐ
に
拘
尾
を
以
て
す
る
讃
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
字
踊
字
と
同
類
に
、
三
字
以
上
の
摘
草
が
あ
る
キ
そ
の
推
移
は
二
字
け
場
合
と
大
同
で
あ
り
、
し
か
も
・
用
例
が
二
字
の
場
合
ほ
ど

に
は
多
く
拾
わ
れ
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
二
字
の
踊
字
に
焦
鮎
を
あ
て
る
こ
と
に
す
る
。



ー
　
　
二
、
訓
鮎
資
料
に
お
け
る
二
幸
踊
字
の
推
移

〔
平
安
時
代
に
お
け
る
た
簸
位
置
〕

訓
告
資
料
に
よ
れ
ば
、
二
字
踊
字
の
起
筆
部
の
位
置
は
「
・
平
安
時
代
で
は
侶
名
二
字
の
上
字
の
右
傍
に
あ
っ
た
。
∵
そ
の
位
置
は
二
字
踊
字

の
起
涼
に
開
聯
し
て
い
る
。
こ
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
右
指
の
如
く
中
田
博
士
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
．
以
下
の
考
察
に
必
要
な

瓢
を
、
新
た
な
用
例
を
補
い
な
が
ら
略
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

平
安
極
初
期
加
鮎
の
東
大
寺
諷
前
文
を
調
べ
る
と
、
二
字
の
踊
字
に
次
の
二
形
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

A
形
式
　
然
毎
物
了
々
　
希
l
十
」
　
（
ワ
キ
ワ
キ
）
一

痛
　
也
べ
え
　
（
ヤ
ム
ヤ
ム
シ
）

B
形
式
　
　
且
間
　
丁
り
、
、
l
　
（
カ
ツ
カ
ツ
）

A
形
式
が
二
字
の
侶
名
の
そ
れ
ぞ
れ
の
字
の
下
に
歪
瓢
符
を
附
す
形
式
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
B
形
式
は
恨
名
二
字
を
書
い
た
次
に
、
そ
の

下
に
重
鮎
符
を
二
つ
紐
け
て
附
す
形
式
で
為
る
。
重
粘
符
の
「
と
し
は
、
後
に
は
「
1
」
で
表
わ
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
平
安
中
期
初

頭
加
鮎
の
岩
崎
文
庫
・
東
山
御
文
庫
戟
古
文
尚
書
延
喜
頃
鮎
に
も
、

A
形
式
．
交
一
カ
、
九
、
．
．
（
カ
モ
カ
モ
）
1
1

滋
　
7
、
は
・
（
マ
ス
．
マ
ス
）

．
B
形
式
．
師
．
九
ろ
　
人
言
受
口
）
　
（
下
欄
注
）

ヽ

　

ヽ

の
A
至
一
形
式
が
あ
る
∵
こ
の
南
形
式
の
中
、
平
安
時
代
で
は
、
A
形
式
に
無
形
が
生
ず
る
。

上
野
精
一
氏
蔵
漢
書
揚
雄
俸
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
鮎
で
は
、

l
如
輿
　
．
〇
＝
↓
、
丁
に
（
ヤ
ウ
ヤ
ウ
．
ニ
）
l

踊
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
増
　
額
（
小
林
）



踊
　
字
　
の
．
沿
　
革
　
穏
　
窮
（
小
林
）

四

未
だ
二
．
つ
の
鮎
で
あ
る
が
、
平
豪
後
期
の
資
料
に
な
る
と
、
二
つ
の
佃
名
の
上
字
の
重
鮎
符
が
、
鮎
か
ら
短
線
に
成
長
し
始
め
て
次
の
如
く

な
る
。
∵
一

○
南
海
寄
蹄
内
法
停
巻
四
平
安
後
期
鮎
　
▼

＝
l
聖
野
路
聖
一
　
〇
u
．
，
ヽ
へ
　
（
シ
バ
シ
・
ハ
）

○

　

　

な

h

ソ

通
　
辞
．
、
・
　
J
 
O
Ⅷ
4
っ
∋
　
（
イ
ヨ
イ
m
）

○
東
大
寺
囲
書
館
蔵
法
華
二
十
八
品
略
摺
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
鮎

○

　

て

　

の

与

∴
適
！
固
】
此
．
品
一
言
．
∴
　
〇
期
夕
つ
マ
　
（
タ
マ
一
ク
マ
）
′

．
．
分
早
伽
然
弓
．
〇
ヱ
、
尋
、
（
マ
ス
マ
ス
）
l

O
毛
利
家
蔵
史
記
呂
后
本
紀
延
久
五
年
．
（
一
〇
七
三
）
．
鮎

・
．
二
畢
危
慧
ポ
ー
聖
二
　
O
u
サ
ト
＼
（
ホ
ト
ホ
ト
）

○
仁
和
寺
蔵
蘇
磨
呼
童
子
脛
来
歴
二
年
（
一
〇
七
八
）
鮎

・
帥
動
二
両
昏
4
　
　
0
『
三
ノ
（
ヤ
ウ
ヤ
ウ
ク
）

こ
の
短
線
化
の
形
式
の
早
い
例
と
し
て
、
中
田
博
士
は
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
．
加
鮎
の
仁
和
寺
戴
金
剛
頂
諭
伽
護
摩
俵
軌
を
奉
げ
て
お
ら
れ

る
了右
の
形
式
の
上
下
二
つ
の
短
線
と
鮎
と
が
、
二
筆
に
授
け
書
さ
れ
た
古
い
例
と
し
て
は
、
中
田
博
士
の
指
摘
さ
れ
た
醍
醐
寺
栽
法
華
摺
文

頂
監
碧
雲
量
半
獣
げ
ら
れ
る
。
尚
、
．
こ
の
資
料
に
は
後
例
の
如
く
二
幸
書
き
で
な
い
形
式
も
見
ら
れ
る
。
一

l
潔
－
．
ヽ
」
瑚
く
，
＼
　
（
キ
ラ
キ
ラ
シ
）

慣
分
T
で
三
（
マ
サ
マ
チ
「
l
　
二
一

以
上
の
、
鮎
・
短
線
・
一
筆
書
き
の
三
形
式
は
、
時
代
的
に
新
古
の
関
係
に
あ
り
、
同
一
系
列
の
も
の
が
漸
次
欒
透
し
て
行
く
過
程
を
示



す
も
の
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
常
に
、
起
筆
の
位
置
は
、
二
字
の
恨
名
の
上
字
に
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

．
院
政
期
に
入
っ
て
も
、
そ
の
前
半
期
に
は
、
上
字
の
重
鮎
符
が
短
線
（
或
い
は
長
め
の
線
）
の
形
態
（
a
型
と
呼
ぶ
）
が
見
え
、
一
筆
書

き
に
よ
る
踊
字
（
b
型
と
呼
ぶ
）
は
苫
初
は
a
型
と
併
用
す
る
状
態
で
あ
る
が
、
．
漸
次
J
 
b
型
が
多
く
な
っ
て
釆
る
。
し
か
も
、
共
に
、
．
起

筆
書
の
位
置
仕
上
字
の
右
傍
又
は
右
下
で
あ
る
。

一

　

F

○
書
水
京
成
唯
説
諭
寛
登
一
年
（
一
〇
八
八
）
鮎

勒
如
億
乾
テ
（
懇
五
）
　
　
○
：
ヽ
ハ
・

〇
前
田
家
蔵
冥
報
記
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）
鮎

・
病
料
囚
（
三
四
丁
ウ
）
　
　
　
○
虹
一
イ
少
・

〇
高
山
寺
蔵
虚
空
蔵
菩
薩
所
問
綴
喜
承
元
年
（
・
二
〇
六
）
準
．

〇

　

　

　

　

′

　

　

ノ

轟
　
十
方
界
所
有
花
髪
（
懇
七
）
．
1
′
○
呈
け
、
？

右
の
資
料
は
a
型
の
み
で
あ
る
。
所
が
、
神
田
喜
一
郎
博
士
蔵
自
氏
文
集
天
永
四
年
（
一
二
三
）
鮎
に
な
る
と
、
殆
ど
が
a
型
で
あ
る
一

方
、
一
例
、
b
型
が
見
ら
れ
る
。

轟
　
コ
、
卜
・
に
（
巻
四
、
覆
製
本
三
丁
ウ
）

H
　
寝
　
l
雪
こ
、
メ
（
余
三
「
同

甲
砕
1
1
タ
・
し
1
（
巻
四
、

軽
h
ノ
て
し
ノ
（
懇
四
、
同

㈲
　
交
侵
・
一
l
・
コ
」
サ
ー
（
聖
二
、

二
丁
オ
）

同
　
　
山
ハ
丁
ウ
）

一
七
丁
ウ
）

l
同
五
丁
ウ
）

楊
守
故
習
蔵
本
潤
刊
記
は
偏
項
初
l
期
周
の
加
鮎
と
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
に
も
南
型
が
あ
る
。

伺
　
段
々
↑
も
ー
ナ
リ
（
覆
製
本
・
八
頁
）

踊
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
績
　
窄
（
小
林
）



晦

　

字

　

の

l
増
　
l
リ
ズ
、

が
．
摘
．
有
司

轟
　
白
刃
ハ
l

㈲
　
歴
　
h
U
′
＼
J

弼
軋

沿
　
革
　
相
　
貌
（
小
林
）

（
同
右
一
．
八
頁
）

（
同
者
　
二
四
頁
）

（
同
右
　
五
一
頁
）

（
同
右
　
五
二
頁
）

（
同
右
　
三
九
頁
）

岩
崎
文
庫
蔵
春
秋
経
停
集
解
懇
第
十
保
延
五
年
（
一

⑥

一
三
九
）
鮎
で
は
b
型
の
方
の
例
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

○騎○験○

華と
‘
も

譲
　
而

に
　
ダ
フ
レ
な
む

殆
　
牌
．
苑
　
央

○

　

て

　

　

　

与

徴
l
加
こ
諷
　
諭
－

（
複
製
本
　
六
丁
ウ
）

（
同
右
　
　
三
丁
ウ
）

（
同
右
　
　
五
丁
ウ
）

（
同
右
　
二
一
丁
オ
）

○
＝
・
U
パ
、

O

u

一

u

′

カ

ー

ノ

○
Ⅱ
も
U
リ
C

O
＝
専
J
で

西
層
慣
戴
和
豪
往
来
文
治
四
年
（
二
八
八
）
由
の
二
字
踊
字
が
、
初
め
の
文
字
か
ら
重
鮎
符
の
か
か
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
遠
墾
嘉
基
博

⑦

士
が
指
摘
さ
れ
て
．
い
受
形
態
は
絶
て
b
型
で
あ
る
が
、

一
屡
・
㍉
州
　
（
一
四
九
行
）
　
　
　
適
　
4
可
　
（
一
一
三
行
）

抑
・
㌣
判
「
l
・
（
　
三
行
）
　
　
．
適
．
力
丸
　
（
一
〇
行
）

の
如
く
、
二
字
の
牒
名
の
右
醇
に
寄
っ
て
事
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
無
論
、

遠
一
急
く
　
（
二
二
九
行
）
l
　
　
　
弼
　
有
」
子
（
一
二
九
行
）

も
l
ぁ
る
4
唐
招
儲
寺
蔵
四
分
律
行
事
抄
朱
儲
重
院
政
後
湖
の
加
鮎
と
見
も
れ
、
そ
意
も
b
型
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
右
の
両
様
が
あ

る
。

、

○
致
　
し
」

斯
．
ユ
」
け
ク



○
軽
－
両
　
方
d
ィ
，
し
り
／

雨
は
共
に
起
筆
の
位
置
は
上
字
の
右
傍
又
は
右
下
で
あ
る
。
以
下
の
資
料
で
一
も
同
位
置
か
ら
起
筆
し
て
い
る
。

〇
九
條
本
文
選
巻
廿
永
安
二
年
（
二
七
二
）
鮎

敦
・
し
増
し

畢
　
つ
け
乙
ク
に
，
し

滋
　
丁
が
T

O
硯
智
院
蔵
唐
大
和
上
東
征
停
院
政
期
粘

佼
　
M
、
ガ
く
　
（
覆
製
本
　
五
丁
オ
）

l
頻
　
し
4
C
．
（
同
右
　
二
一
丁
ウ
）

○
正
智
院
蔵
悌
頂
尊
膵
陀
羅
尼
脛
院
政
期
鮎

有
－
「
J
V
手
′
　
有
　
「
刃
↓
ス

○
仁
和
寺
域
専
心
方
院
政
期
鮎

探
・
し
↓
く
　
（
巻
一
）
　
　
階

し
ぶ
て
し
テ
　
（
巻
一
）

、

一

右
の
如
く
、
院
政
期
の
加
鮎
本
を
通
じ
て
、
三
字
踊
字
の
起
筆
位
置
は
、
上
字
の
右
傍
或
い
は
右
下
で
あ
る
。
但
し
、
次
の
如
き
例
外
が

認
め
ら
れ
る
。
書
陵
部
蔵
文
鏡
秘
府
論
保
廷
四
年
（
二
三
八
）
鮎
に
一
例
で
あ
る
が
∵

y
志
琶
別
．
．
丁
ヰ
ヽ
1
．
－
｛
天
、
二
二
丁
オ
）

二

　

　

　

　

　

一

の
如
く
、
起
筆
位
置
が
下
字
の
右
傍
下
寄
り
の
例
が
あ
る
。
こ
の
資
料
の
二
字
栴
字
は
、
上
述
の
諮
資
料
と
異
な
っ
て
、
全
六
帖
殆
ど
B
形

式
で
あ
る
。

夜
ヨ
ル
、
、
　
（
真
二
ハ
丁
ウ
）

殆
ホ
ー
ト
、
一
、
　
（
西
一
．
〇
丁
ウ
）

敦
シ
バ
、
、

交
　
コ
モ
、
、

．

、
六
東
二
七
丁
オ
）

（
西
二
二
丁
オ
）
．

踊
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
増
　
額
（
小
林
）

七



踊
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
績
　
豹
（
小
林
）

合
牒
マ
二
　
　
（
西
二
六
丁
ウ
）

殆
漉
斗
、
、
に
　
（
南
一
九
丁
オ
）

．
∵
傍
∵
ヵ
タ
、
、
　
（
南
四
七
丁
オ
）

㍉
「
合
∴
ヱ
∵
‥
一
．
二
．
（
北
．
九
丁
オ
）

偶
タ
マ
二
　
　
（
再
二
八
丁
オ
）

晶
シ
サ
へ
、
一
事
ス
レ
ハ
　
（
南
三
四
丁
オ
）

置
マ
チ
、
、
に
　
（
南
　
四
九
丁
オ
）

l
一

等
で
あ
旦
外
に
は
、
≒
途
上
ゴ
こ
、
（
北
二
大
丁
オ
）

の
一
例
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

こ
の
資
料
の
例
外
の
原
因
に
つ
い
て
は
後

に
述
べ
・
る
。
．
叉
、
l
書
陵
部
蔵
大
方
炭
価
華
厳
経
巻
第
四
十
琴
昼
一
年
．
（
二
八
三
）
鮎
に
も
、

○

　

テ

　

　

ノ

　

　

　

　

ヲ

悉
以
こ
膚
－
浄
．
身
去
早
定
業
】

○

鬼
神
悉
皆
遠
離

O
y

亦
複
如
二
見
－
．

○
Ⅱ
．
コ
ー
」
守
ク

○
＝
コ
ト
ツ
ー
ち
／

○
＝
丁
タ
イ

の
如
く
、
二
幸
の
恨
名
の
下
字
の
右
傍
下
寄
り
の
位
置
か
ら
起
筆
し
て
い
る
例
が
見
え
、
且
つ
こ
の
資
料
で
は
こ
の
形
態
が
大
多
数
で
あ
り
、

．
．
融
雪
　
　
〇
日
モ
ア
ノ

の
如
く
下
字
の
右
肩
部
よ
珍
起
筆
す
る
例
ほ
一
例
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
本
の
加
鮎
者
は
五
十
七
歳
の
老
比
丘
尼
心
党
で
、
訓
鮎
資
料

と
し
て
は
珍
し
く
女
性
の
加
鮎
し
た
俄
名
で
あ
る
。
起
筆
部
が
下
字
の
右
傍
下
寄
り
で
あ
る
理
由
と
し
て
、
一
應
、
院
政
末
期
加
鎧
で
あ
る

為
に
起
筆
部
の
位
置
が
下
降
し
た
か
上
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
次
に
述
べ
る
如
く
鎌
倉
初
期
に
は
下
字
の
右
肩
な
い
し
は
右
併
上
寄

り
か
ら
起
筆
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
か
ら
、
別
の
原
因
に
ょ
る
と
見
る
べ
く
、
恐
ら
く
、
平
橿
名
を
常
用
し
た
女
性
の
加
鮎
と
係
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
一

〔
鎌
倉
時
代
前
半
期
に
お
け
る
紀
蓋
位
置
〕

．
鎌
倉
時
代
の
二
卑
屈
字
は
「
．
初
期
の
．
二
、
二
二
の
例
外
を
除
い
て
、
総
て
一
筆
書
き
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
前
期
の
平
安
時
代
と
比
較
し

て
、
起
筆
部
の
位
置
が
二
字
の
恨
名
の
下
字
の
右
傍
に
移
っ
て
い
る
こ
と
が
著
し
い
相
違
で
あ
る
。



先
ず
、
錯
倉
臣
初
期
加
瓢
の
猿
投
神
社
或
古
文
孝
鐙
紐
久
六
年
（
一
一
九
五
）
鮎
に
は
、

0

ノ

七

タ

ル

コ

ト

　

ニ

悉
載
ニ
　
l
本
文
二
一
一
．
〇
頁
）
．
－
○
－
プ
レ
，
タ

の
如
く
－
、
l
起
筆
が
下
字
の
右
傍
眞
中
よ
り
や
や
上
寄
り
の
透
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
し
か
も
短
線
と
粘
と
か
ら
成
る
踊
字
が
一
例
あ
る
。
し

か
し
、
他
は
皆
上
字
の
右
下
或
い
は
右
俳
よ
り
起
筆
す
る
一
筆
書
き
で
あ
る
。

翠
、
L
J
く
　
（
一
二
頁
）
・
．
．
　
衆
一
一
g
「
．
∵
l
（
二
二
員
「

・
晶
　
臼
。
刀
妄
ハ
．
（
四
一
頁
）
　
　
l
條
身
r
 
l
（
≡
ハ
頁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
、

こ
の
本
の
訓
鮎
は
木
奥
に
ょ
れ
は
、
承
安
四
年
（
＝
七
四
）
の
清
原
家
説
を
移
冒
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
も
と
の
本
に
引
か
れ
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
録
倉
桓
初
期
に
は
、
平
安
時
代
と
同
じ
く
上
字
よ
り
起
筆
す
る
形
態
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

東
大
寺
因
書
館
蔵
摺
序
詞
葡
論
永
元
三
年
（
三
〇
八
）
鮎
で
は
絶
て
下
字
右
傍
か
ら
起
筆
す
る
。
三
例
中
二
例
は
、
下
字
の
右
肩
の
位

置
か
ら
始
ま
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
」

洋
洋
　
ヤ
ウ
二
宣
（
∵
七
行
）
　
L
．
彿
街
　
ヒ
ウ
ら
ぞ
二
二
七
行
）
－
▼
　
　
　
　
　
二

も
ヱ
例
は
、
．
下
字
の
右
併
置
や
よ
り
や
や
下
寄
り
の
位
置
か
ら
起
し
て
い
る
が
、
こ
の
方
は
短
線
と
鮎
と
の
組
合
せ
で
あ
る
。

．
桐
桐
六
ち
・
．
（
四
行
）
　
　
－
」
一
V
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
√
　
　
　
　
　
　
一

東
京
大
草
史
料
絹
某
所
蔵
甫
克
阿
弼
陀
偶
作
善
集
は
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
頃
の
墨
訓
が
あ
り
、
二
字
鏑
字
は
、
二
例
が
下
字
の
右
肩

よ
り
起
筆
、
二
例
は
下
字
の
右
傍
眞
中
よ
り
下
寄
り
の
位
置
か
ら
起
筆
し
て
い
る
。

〇
．

〇
彿
舎
利
各
女
∵
粒
（
一
九
行
）
　
　
O
n
こ
l
ソ
、
ル
J

七

イ

サ

ウ

○

ツ

ミ

テ

ー

屋
二
第
漸
積
　
　
　
（
一
五
五
行
）
　
　
〇
日
．
ヤ
ヴ
。
ク

○
文
痍

○各
丈踊

ノ

　

　

　

0

像
各
六
鏡

字

・
一

．の

躯
（
　
五
二
行
）
　
　
○
＝
l
ソ
‥
ム
乙

口
・
（
　
九
二
行
）
．
．
．
〇
仕
ツ
み
乙

沿
　
革
　
綾
　
貌
（
小
林
）

九



疇
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
綿
　
詔
（
小
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

高
山
寺
蔵
股
本
紀
建
暦
元
年
（
一
二
二
）
鮎
は
、
下
字
の
右
肩
よ
り
の
起
筆
が
五
例
、
下
字
の
右
傍
眞
中
よ
り
や
や
上
寄
り
の
位
置
よ
り

の
起
筆
が
四
例
拾
わ
れ
る
。
・

一
〇
　
イ
サ
ム
レ
ト
毛

○
徴
子
敦
諌

〇
・
ヒ
ロ
ム
　
　
キ
ウ
の
エ
ソ
▼
　
慮
イ
に

益
辰
沙
丘
苑
茎

0

0

諸

侯

成

○

蹄
ス
　
イ
ン
一

▼
レ
放

ナ
ル
こ
と

こ

紆
愈
淫
l
乱

○
Ⅱ
し
ゾ
」
．

〇
＝
T
付
）

O
n
　
ブ
．
ヤ
ク
に

○

＝

√

動

く

∴

鴨
脚
光
朝
氏
蔵
日
本
書
紀
第
二
嘉
頼
二
年
（
一
二
三
六
）
鮎
に
は
、
下
字
の
右
併
置
中
よ
り
や
や
上
寄
り
起
筆
の
一
例
が
あ
る
。

0

．
吾
君
猶
在
（
覆
製
本
≡
丁
ウ
）
　
　
　
O
n
T
，
U
i
T
u
ト
亀
－
．

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
文
集
巻
四
嘉
績
四
年
（
一
二
三
八
）
鮎
も
、
絶
て
下
字
の
右
傍
に
起
筆
部
が
あ
り
、
そ
の
中
、
下
字
の
右
肩
六
例
、
右

傍
眞
中
よ
り
上
寄
り
六
例
、
右
傍
眞
中
退
一
例
が
あ
る
。

（
右
　
肩
）
庸
々
　
へ
グ
：
芯

（
上
寄
り
）
再
々
　
t
L
7
ダ
ー
リ

一
（
眞
　
中
）
人
　
ヒ
」
り
、
．

梢
・
々
一
せ
一
7
タ
ル
．
▼

轟
　
プ
．
ウ
・
，
ノ
l

眞
中
起
筆
の
．
一
例
は
、
短
線
と
鮎
と
の
組
合
せ
の
形
態
で
あ
る
。

古
今
目
録
抄
は
国
展
が
嘉
菰
四
年
（
二
三
一
八
）
か
ら
超
長
頃
に
か
け
て

書
足
し
て
育
っ
た
資
料
で
、
下
字
の
右
肩
や
や
上
か
ら
起
筆
一
例
、

る
。

右
傍
眞
中
よ
り
上
寄
り
起
筆
が
≡
例
、
や
や
下
寄
り
一
例
が
見
ら
れ

（
右
　
肩
）
庭
こ
し
t
グ
＼
．

（
上
寄
り
）
在
．
丁
‥
け
て
ス
　
　
適
　
も
′
－
ざ

（
下
寄
り
）
適
l
b
′
【
ソ
＼



東
大
寺
田
書
館
或
春
華
秋
月
抄
草
第
五
延
壁
元
年
（
一
二
三
九
）
鮎
に
は
、

蔓
一
、
ん
乙

が
あ
り
、
起
筆
位
斑
は
、
下
字
の
右
傍
眞
中
か
卓
や
下
寄
り
で
あ
る
。

以
下
の
鐙
倉
初
期
加
お
本
の
二
字
踊
字
の
形
態
も
右
と
同
様
で
あ
る
。
一

〇
現
智
院
萩
世
俗
諺
文
鎌
倉
初
期
訪

（
右
　
肩
）
二
例
細
　
ヒ
〃
／
こ
ダ
リ
．
上
玉

且
　
ナ
〃
C
ト
ス

（
上
寄
り
）
三
例
洋
々
†
マ
ト
シ
テ

謂
々
エ
ア
カ
ー
ト
シ
テ

（
眞
　
中
）
四
例
　
衆
　
と
ニ
ッ
】

愈

　

4

2

乙

（
覆
製
本
五
三
丁
オ
）

（
同
右
－
六
丁
ウ
）

（
同
右
　
四
五
丁
オ
）

（
同
右
　
l
一
七
丁
ウ
）

（
同
右
　
四
一
丁
ウ
）

（
同
右
　
〓
ハ
丁
オ
）

‘

○
高
山
寺
戒
論
語
集
解
鎌
倉
初
期
鮎
（
活
原
本
）

（
右
眉
の
上
寄
り
）
恭
濁
し
ウ

（
尿
中
の
上
寄
り
）
各
ヲ
受

○
高
山
寺
蔵
周
本
紀
鎌
倉
初
期
黙

（
上
寄
り
）
　
　
　
師
こ
て
サ
＼

（
眞
中
叉
は
や
や
下
寄
り
）
撃
つ
L
ソ
ト
ク
一
一
し

畢
プ
ゎ
く
？

鎌
倉
前
半
期
に
お
け
る
二
字
踊
字
の
起
筆
部
は
、

（
巷
八
、
一
四
行
）

（
巻
七
、
六
一
行
）

（
三
二
一
行
）

（
九
三
行
）

交
．
プ
一
㌢
∵
（
六
〇
九
行
）

滋
　
丁
ん
J
く
　
（
一
〇
三
行
）

（
一
〇
九
行
）

右
指
の
如
く
、
下
字
の
右
傍
で
、
眞
中
上
4
上
方
に
あ
る
の
が
大
勢
で
あ
る
。
．
こ
れ
に

踊
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
相
　
貌
（
小
林
）

三



踊
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
穏
　
詔
（
小
林
）

一
二

封
し
て
、
鎌
倉
後
半
期
は
、
後
述
の
如
く
、
起
筆
部
の
位
置
が
欒
化
し
て
下
降
し
て
来
る
。
そ
こ
で
そ
の
過
程
を
見
る
鳥
に
、
鎌
倉
中
期
加

鮎
の
群
書
治
要
清
原
教
隆
鮎
九
巻
に
つ
い
て
1
　
二
字
踊
字
の
形
態
を
調
べ
て
み
る
。

〔
群
書
治
要
敦
隆
鮎
七
お
け
る
起
輩
位
置
〕

．

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

金
澤
文
庫
本
群
書
治
要
脛
部
の
九
巻
は
、
清
原
教
隆
が
次
の
年
時
に
亘
っ
・
て
加
鮎
も
て
い
る
。

r

建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
　
巻
二
・
巻
三

建
長
六
年

建
長
七
年

康
元
二
年

正
嘉
元
年

右
年
時
頃

（
一
二
五
七
）

（
一
二
五
七
）

葛
五
巻
「
・
巻
一
ハ
・
巻
十

増
七
巻

九

　

　

　

一

巻
八

二
字
踊
字
の
起
筆
部
の
位
置
の
高
低
・
に
つ
い
て
、
各
巻
別
に
囲
示
し
た
の
が
別
表
で
あ
る
。
こ
の
国
表
は
、
横
に
各
巻
毎
の
行
数
を
配
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
お
け
る
二
字
踊
字
の
所
在
を
示
し
、
縦
は
各
例
の
起
筆
部
の
位
置
を
鎧
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
に
お
け
る
鮎
の

高
低
は
、
踊
字
の
あ
る
僻
名
二
字
の
中
、
．
下
字
に
つ
い
て
各
侶
名
の
紅
の
長
さ
に
封
す
る
起
筆
位
置
の
高
低
の
割
合
で
示
し
た
。
各
巻
と
も

縦
の
高
低
は
、
凡
そ
、
最
上
端
（
右
肩
）
・
上
寄
り
・
眞
中
・
下
寄
り
・
下
端
を
目
安
と
し
た
。
従
っ
て
こ
の
表
で
、
各
巻
の
最
上
瑞
に
あ

る
鮎
は
、
そ
の
踊
字
の
起
筆
茄
が
下
字
の
右
肩
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
例
え
は
、
巻
三
（
国
表
第
二
段
目
）
に
お
け
る
十
三
例
の
二
字
琉
字

は
、
巻
頭
か
ら
巻
尾
に
向
っ
て
次
の
順
序
で
用
例
が
現
わ
れ
、
各
踊
字
の
起
筆
位
置
昼
括
弧
内
の
如
く
な
っ
て
い
る
。

鮮
行
．
啓
　
っ
し
ソ
丁
ノ
　
一
（
「
ト
」
字
右
傍
の
眞
中
よ
り
上
寄
り
）

2
0
8
行
壷
　
1
♭
く
ク
　
（
「
ト
」
字
右
傍
の
眞
中
）



群
書
治
要
清
原
敦
陸
鮎
に
お
け
る
二
字
踊
字
の
起
筆
位
置

一
局
寄
中
　
　
耳
　
雷
中
　
　
．
寄
中

中
雪
　
l

・
中
寄
二
　
二
中
舎
　
1
．

行バリハU′0ハUハ〉rJハUバリ′｝ハUハU3ハレ（レフLハUハU1

賢

（墨

｝

l

．

1
1

（

す

（革
‾

‾ノ・
」
1ヒ′

呈

革

．」
盲ナ

す

一琶
づ巨，rl

巻
志

望1

≠E【1l

巻
十
一旦

▼

壱【－r

巻
七
一旦

lL
v 葛【卜

巻
九
（革 盲

【卜

巻
八
（ 真

・下

旦

踊

　

字

　

の

　

沿

　

革

槽
　
貌
（
小
林
）

二
二



こ）l
′
．
．
ヽ

〇
一

用
布
俸
　
L
l
で
l

、

3
4
1
行
l
壷
　
ア
ウ
ト

3
8
7
行
l
庭
．
・
．
・
．
し
㌣
‥

4
3
2
行
l
交
．
L
を
－

4
9
2
年
卒
ノ
つ
h
7
㌢

4
9
4
行
一
一
轟
・
コ
」
巧
く
ク

の
国
表
か
ら
次
の
事
が
判
る
。

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‥

各
巻
を
通
じ
て
、
下
字
右
傍
の
眞
中
よ
り
の
起
筆
が
多
い
。

下
字
右
傍
の
・
眞
雲
l
。
も
上
方
位
置
か
ら
起
筆
す
る
例
は
、
．
慧
五
年
及
芳
年
の
加
鮎
の
芝
見
ら
ー
れ
、

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

H

 

l

　

、

　

　

　

．

2
4
1
行

2
4
2
行

2

5

1

行

2

7

1

行

2

9

7

行

交
l
 
l
コ
コ
U
く

一
義
．
コ
．
ト
ノ
く
ノ
に

廊
　
申
、
つ
了
ク
リ

雪
っ
シ
㌃

－
敦
⊥
？
L

l

　

一

踊

　

字

　

の

　

沿

　

革∵
（
「
モ
」

詔
（
小
林
）

字
右
傍
の
眞
中
）

四

（
「
ト
」
字
下
端
の
や
や
上
）
．

（
「
ウ
r
字
右
傍
の
下
端
）
．
・
・
・

（
「
ト
」
字
右
鯵
の
眞
中
「
．
′

（
「
ご
字
右
傍
の
眞
中
）

（
「
ご
字
右
傍
の
眞
中
）

（
「
ト
」
字
右
傍
の
眞
中
よ
り
や
や
上
寄
り
）

l

（
「
ハ
r
字
の
右
肩
）

（
「
モ
L
l
　
字
右
傍
の
下
寄
り
）

（
「
上
字
右
傍
の
眞
中
）
1
－

（
「
ト
」
字
右
傍
の
下
寄
り
）

一

　

一

教
隆
鮎
の
中
で
早
い
時

期
の
加
鮎
に
屈
す
る
。
特
に
最
初
に
加
鮎
し
た
巻
二
に
比
較
的
多
い
。

籾
　
建
長
七
年
以
後
加
鮎
の
六
巻
で
は
、
起
筆
位
置
は
下
字
右
傍
の
眞
中
か
下
寄
り
に
安
定
す
る
餌
向
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
加

鮎
の
早
い
期
の
建
長
五
年
鮎
（
巻
二
・
巻
三
）
で
は
動
揺
が
あ
る
。



こ
れ
ら
は
、
本
資
料
の
踊
字
の
形
態
が
、
鎌
倉
時
代
の
前
半
期
か
ら
後
半
期
に
か
け
て
無
形
す
る
過
渡
の
様
相
の
一
両
を
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

〔
鎌
倉
時
代
後
半
期
に
お
け
る
起
豪
位
雷
〕

書
陰
部
載
金
澤
文
庫
本
春
秋
経
停
如
解
は
、
教
隆
の
子
、
清
原
正
隆
と
度
隆
等
が
、
一
散
隆
の
停
え
た
家
説
に
ょ
っ
て
文
永
五
年
（
〓
〓
ハ

八
）
及
び
六
年
に
加
黙
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
踊
字
は
、
殆
ど
下
字
右
傍
の
眞
中
よ
り
下
寄
り
の
位
置
か
ら
起
筆
し
て
い
る
。

e

7

■

ケ

▼

周
患
轟
在
　
（
巻
一
）
　
　
○
－
プ
ー
ソ
L
ノ
に

0

7

y

周
郷
交
窓
　
（
ク
）
　
　
0
1
コ
も
／
（

醍
醐
寺
蔵
論
語
集
解
巻
七
文
永
五
年
・
七
年
鮎
は
中
原
家
説
を
停
え
る
。
そ
の
踊
字
は
、

0

　

　

し

て

丁

’

◆

と

抑
亦
可
〓
以
烏
－
レ
次
∵
芙
　
（
六
六
行
）
　
　
0
1
ソ
も
／
1
．

〇

　

　

ナ

庶
怠
∵
讃
　
　
　
　
　
　
（
二
三
行
）
　
．
0
1
モ
ヲ
＼
．

が
あ
り
、
前
例
が
下
寄
り
の
起
筆
、
後
例
は
下
字
右
肩
よ
り
の
起
筆
で
あ
る
。
内
藤
乾
書
氏
戒
古
文
孝
脛
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
識
語
本

は
、
同
文
識
語
を
含
む
松
岡
忠
良
氏
蔵
古
文
孝
経
寛
元
五
年
（
一
二
四
七
）
本
と
比
較
し
て
、
教
隆
鮎
の
移
鮎
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

が
、
二
字
踊
字
の
形
態
も
、

（
右
傍
の
眞
中
起
筆
）
・
各
軸
′
方
ノ
＼
・
一
（
六
六
行
）

（
右
傍
の
下
寄
り
起
筆
）
晶
～
ナ
ナ
ク
1
号
す
（
二
三
三
行
）

の
如
く
で
、
仁
治
よ
．
り
や
や
後
の
様
相
を
示
し
て
い
る
。

醜
∵
t
や
」
二
l
・
（
四
三
〇
行
）
㍉

交
　
コ
も
／
＼
　
（
三
一
三
行
）

貝
取
政
要
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
鮎
に
は
右
述
の
形
態
の
外
に
新
た
な
も
の
が
見
ら
れ
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
資
料
の
二
字
踊
字
の
起
筆

部
は
、
下
字
右
傍
の
眞
中
よ
り
下
寄
り
の
も
の
が
多
い
。
王
か
し
稀
に
は
眞
中
よ
り
上
寄
り
例
も
見
ら
れ
る
。

C

　

ナ

叫

タ

り

（
下
寄
り
）
　
轟
馬
こ

桶

　

字

　

の

　

沿

イ
ウ
に

他
人
之
有
－
（
巻
二
　
二
．
〇
行
）
　
　
○
＝
コ
b
j
ク
に

草
　
相
　
貌
（
小
林
）



踊
字

、∴
止
寄
㌣
）
、

所
が
、
新
た
に
、

の

　

沿

　

山

〇億
l

O
　
ナ
n
ソ
ヌ
グ
ヰ

悉
馬
こ
鬼
－

（
下
・
端
）

○

ケ

ウ

∵
心
－
途
・
礪○

∵
階
．
下
億

革
・
巳
と

つ
魅

タ
イ
二
大・．

増
　
訂
（
小
林
）

、
．
六
巻
二
二
七
二
行
）

（
巷
一
、
三
二
二
行
）
∴

（
巻
」
、
四
四
二
行
）

（
巻
l
一
、
　
二
二
行
）

○
…
∴
y
一
人
′
－
二

．
．
P
＝
⊃
ヤ
グ
仁

O

u

 

J

「

ヨ

ノ

く

ノ

○
『
l
ク
・
丁
く
・

の
如
く
！
下
字
の
右
傍
下
端
か
ら
起
筆
す
る
例
が
見
え
て
来
る
．
二
二
千
院
蔵
古
文
孝
経
建
治
三
年
鮎
も
同
様
で
あ
っ
て
、

．
∴
畢
徴
．
．
効
彗
（
覆
製
本
一
宇
オ
）
　
〇
日
フ
一
十
～

○

　

す

　

　

y

ハ

∵
醜
示
レ
軍
▼
二
同
右
二
・
八
丁
ヱ
　
l
二
〇
『
一
て
l
マ
ー

○

ウ

ダ

7

贋
．
歌
こ
．
挿
・
風
－
（
同
右
∵
㍉
四
丁
オ
）
∴
．
．
．
〇
期
、
L
t
り
く
．
1
一

′

、

・

　

　

、

　

、

一

の
如
く
下
字
の
右
傍
下
端
か
ら
起
筆
す
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。
但
し
、
一
方
で
は
、

成
．
プ
サ
ブ
・
（
二
丁
ウ
）
l
　
　
∵
交
　
コ
も
く
－
．
（
二
六
丁
オ
）

の
如
く
眞
中
上
り
下
寄
り
位
置
で
起
筆
す
る
も
の
も
あ
り
、
南
形
が
併
用
さ
れ
て
い
る
り

さ
て
鎌
倉
後
期
の
資
料
に
は
、
こ
の
下
字
の
右
傍
下
端
よ
り
起
筆
す
る
形
態
が
認
め
ら
れ
、

眞
中
よ
り
下
寄
り
位
置
起
筆
の
形
態
と
併
用

す
る
の
が
一
般
で
．
あ
る
。
　
　
　
　
　
二
「
＝
　
一

〇
金
澤
文
庫
蔵
弘
決
外
典
妙
弘
安
七
年
．
（
二
一
八
四
）
鮎
．

．
1
（
下
∴
端
）
・
快
予
7
．
ウ
く
ト
．
し
テ
（
竺
l
）
　
一
緒
．
ィ
∋
ノ
L
　
　
（
巻
一
）

∵
翠
∵
し
言
で
　
　
∵
．
（
肇
一
）

．
1
一
（
下
寄
り
）
　
放
　
し
？
．
　
（
巻
一
）

○
書
陵
部
蔵
膏
文
孝
脛
永
七
七
年
（
一
二
l
九
九
）
準

畢
　
コ
L
り
ー
ウ
′
　
（
巻
一
）

ト

　

r

．

．

　

I

I



（
下
　
端
）
　
靡
、
し
り
し
　
　
（
　
五
丁
オ
）

家
　
イ
「
く
　
　
（
三
四
丁
ウ
）

（
下
寄
り
）
　
醜
　
モ
巧
く
　
　
（
三
一
丁
オ
）

晶
　
し
そ
に
†
　
（
一
九
丁
オ
）

こ
の
資
料
で
は
、
下
端
起
筆
が
多
い
。

諸
　
モ
ヲ
上
　
　
（
四
丁
ウ
）

成
　
⊃
ト
く
ク
た
　
（
三
丁
オ
）

○
梼
津
彦
太
郎
氏
戟
本
朝
文
辞
正
安
元
年
（
二
元
九
）
鮎

（
下
　
端
）
　
轟
　
コ
ト
く
一
一
　
　
弼
　
」
，
∋
フ
l

史
々
叱
1
（
入
・
し
テ
　
寂
々
　
せ
t
r
I
タ
1

下
端
起
筆
の
例
ば
か
り
で
あ
る
。

○
高
山
寺
或
論
語
集
解
事
冗
々
年
（
二
二
〇
三
）
粘
（
中
原
本
）

（
下
　
端
）
　
恭
　
ウ
キ
シ
く
シ
　
　
（
巻
八
、
二
二
行
）

（
下
寄
り
）
　
歌
わ
勿
て
毒
．
－
し
′
（
巻
四
、
六
四
行
）
　
　
約
・
せ
サ
～
L
と
ト
t
（
巻
四
、
四
七
行
）

抑
　
リ
J
Z
　
　
　
（
巻
四
、
六
八
行
）

○
神
官
後
古
館
戒
古
文
尚
書
正
和
二
年
（
一
三
二
二
）
粘

（
下
　
端
）
　
放
　
し
っ
く
　
　
（
巻
二
）

（
下
寄
り
）
　
成
　
J
h
h
′
、
ク
に

下
端
起
筆
が
多
く
見
ら
れ
る
。
．

〇
書
陵
部
蔵
書
文
章
経
元
亨
元
年
（
二
二
二
一
）
鮎

（
下
　
端
）
　
悉
　
っ
ト
く
，
k
・
　
醜
　
モ
ニ
ッ
＼

摘
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
機
　
動
（
小
林
）

．
庶
．
モ
『
く
　
　
（
巻
二
）

家
　
」
リ
屯
く
一
l

一
七



蹄
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
緒
　
詔
（
小
林
）

（
下
寄
り
）
　
成
　
コ
ゝ
リ
く
ク
に

下
端
起
筆
の
例
が
や
は
り
多
い
。

○
尾
張
図
解
文
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
鮎

（
下
　
端
）
　
成
　
コ
ト
ノ
・
－
ク
l
　
（
覆
製
本
二
二
J
計
）

（
下
寄
り
）
　
借
　
リ
．
．
受
」
　
　
（
同
右
l
　
四
丁
ウ
）

○
書
陵
部
蔵
古
文
孝
脛
元
徳
二
年
．
（
一
三
三
〇
）
鮎

（
下
　
端
）
　
條
　
ブ
イ
く
一

（
下
寄
り
）
　
醜
　
も
て

○
祝
智
儲
蔵
作
文
大
健
鎌
倉
後
期
鮎

．
（
下
　
端
）
　
股
　
ナ
ウ
／
＼

交
．
‥
っ
ヰ
」
l

悉
　
つ
ト
．
、
ブ

（
下
寄
り
）
　
轟
　
コ
L
リ
C
A
ノ

○
書
陵
部
武
臣
軌
鎌
倉
期
瓢

（
下
　
端
）
　
遜
　
イ
こ
う
く

（
下
寄
り
）
．
鼓
　
し
7
－
．

但
七
‥
岩
崎
文
庫
蔵
古
文
尚
書
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
鮎
は
、

諦
　
モ
功
く
の
　
（
九
行
）
　
　
　
　
成
　
コ
b
リ
＼
ク
に
　
（
五
三
行
）

右
傍
眞
中
よ
り
や
や
上
寄
り
で
起
筆
す
る
例
て
右
抱
の
詩
資
料
に
比
較
す
れ
ば
、
l
例
外
的
で
l
あ
る
。

南
北
朝
期
は
、
二
字
踊
字
の
形
態
に
お
い
て
も
、
鎌
倉
後
期
と
は
ば
大
同
と
見
ら
れ
る
。

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
論
語
集
解
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
鮎
は
、
下
端
起
筆
の
「
歌
↓
ひ
っ
く
7
呈
1
に
し
て
」
も
あ
り
、
稀
に
は
上
寄
り
起



筆
の
「
屡
・
し
付
く
」
（
巻
三
）
l
も
あ
る
が
、
下
寄
り
起
筆
の
、

抑
　
ゾ
，
一
？
l
　
（
巻
一
）
　
　
　
恭
・
？
も
く
J
L
ク
　
（
巻
八
）

が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
叉
、
醍
醐
寺
武
道
仙
窟
康
永
三
年
（
二
二
四
四
）
鮎
は
、
殆
ど
が
、
下
寄
り
起
筆
で
あ
る
。

時
々
　
ヲ
山
方
く
　
　
（
三
丁
オ
）
　
　
　
　
方
　
的
▲
寸
と

（
二
九
丁
ウ
）

こ
の
資
料
は
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
の
模
富
木
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
や
や
古
恒
を
停
え
る
資
料
も
あ
る
が
、
多
く
は
、
起
筆
部
が
下
字
の
右
傍
下
端
に
あ
る
。

○
眞
椙
寺
武
道
仙
窟
文
和
二
年
（
三
一
五
三
）
鮎

○
猿
投
神
社
蔵
論
語
集
解
庚
安
二
年
（
二
二
六
二
）
鮎

○
斯
道
文
庫
萩
帝
範
應
安
元
年
（
一
三
六
八
）
鮎

○
書
陵
部
蔵
老
子
至
徳
三
年
（
二
二
八
六
）
鮎

等
ほ
、
下
端
起
筆
が
一
般
の
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
．
そ
の
中
で
、
少
数
乍
ら
、
　
　
　
　
ト

時
l
々
　
9
1
く
′
　
（
遊
仙
窟
文
和
知
、
八
頁
）
．
．

1
放
　
し
ハ
く
　
（
同
右
　
　
三
二
貝
）

の
如
く
、
二
字
踊
字
が
、
下
字
か
ら
離
れ
て
、
更
に
下
方
か
ら
起
筆
し
た
例
も
見
え
初
め
て
い
る
。

〔
皇
町
時
代
に
お
け
る
起
筆
位
置
〕

書
鳥
山
住
侶
心
空
開
板
の
倭
鮎
法
華
経
は
、
古
典
全
集
本
に
應
永
五
年
．
（
l
三
九
八
）
壷
刻
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
二
字
踊
字
の

形
態
は
、（
下
寄
り
）
　
悉
．
つ
・
．
ン
、
ク

（
下
　
端
）
　
宥
　
l
、
、
㌧
て
主
「

踊
　
字
　
の
　
沿
　
革

．
（
五
ノ
五
）

（
七
ノ
二
七
）

槽
　
畳
（
小
林
）

有
　
T
も
く
テ
　
（
六
ノ
二
こ

有
　
丁
㌧
ぐ
1
　
（
八
ノ
一
四
）



腕
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
槽
　
詔
（
小
林
）

（
腫
　
れ
）
　
敦
放
て
・
し
ハ
メ
　
（
五
ノ
二
二
）

の
三
様
が
見
ら
れ
る
が
、
下
寄
り
起
筆
例
は
、
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
七
）
頃
の
初
刊
本
と
係
り
、
鎌
倉
後
半
期
の
形
態
に
通
う
も
の
で
あ

る
。
書
陵
部
祓
六
臣
注
文
選
應
永
三
十
四
年
鮎
に
は
、

（
下
．
端
）
．
一
軍
．
、
一
、
号
ノ

二
幾
　
ふ
ト
′
く
ニ

（
離
‥
れ
）
　
験
・
し
バ
ー
ノ

（
巻
五
十
六
）

（
巻
五
十
七
）

（
巻
五
十
七
）
▼

穿
　
カ
タ
「
ノ
l
一
（
巻
五
十
六
）

の
二
様
が
見
ら
れ
、
し
か
も
形
態
が
「
　
え
ノ
」
の
如
く
終
歪
を
左
斜
め
に
流
し
た
形
が
目
に
附
い
て
変
る
。
書
陵
部
祓
古
文
孝
経
文
亀
三

年
（
一
五
〇
三
）
．
鮎
も
、
下
端
起
筆
で
「
　
く
ノ
　
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

成

　

っ

た

ノ

1

7

2

一

l

　

　

　

　

醜

　

モ

号

ノ

一

一

以
下
に
も
下
端
起
筆
の
形
態
が
見
え
る
。

○
静
嘉
堂
文
庫
蔵
毛
詩
永
正
十
八
年
．
（
一
．
五
二
一
）
鮎

家

　

1

へ

ノ

三

．
條
　
ヲ
・
て
ノ
一
一

轟
　
プ
L
T
ノ
　
（
巻
一
桃
天
）

○
龍
門
文
庫
蔵
長
恨
歌
琵
琶
行
清
原
宣
賢
鮎

且
　
タ
ツ
r
　
　
（
七
丁
オ
）
l

合
・
ノ
ー
ー
　
　
（
一
五
丁
ウ
）

綬
l
々
　
ソ
ー
ン
・
一
　
（
一
七
丁
ウ
）

○
醍
醐
寺
蔵
指
徴
韻
鏡
私
事
祓
五
年
（
一
五
三
二
）
鮎

月
　
ッ
‡
ソ
く
ー
　
（
二
丁
オ
）
l
　
　
轟
．
〕
良
く
ク
　
（
二
四
丁
オ
）

・
前
田
家
礪
桂
川
地
蔵
記
弘
治
四
年
（
一
五
五
八
）
鮎
は
、
下
端
起
筆
の
「
屡
、
－
ウ
ノ
」
（
一
ハ
丁
オ
）
、
「
貝
安
八
～
・
・
り
～
」
（
〓
丁
ウ
）
の
如

き
形
態
が
多
い
が
、
尚
外
に
、
一

（
下
寄
り
）
　
屡
、
－
ヘ
ノ
　
　
　
（
二
丁
ウ
）

直
々
　
三
h
∫
ナ
ル
ー
（
七
丁
ウ
）



も
あ
り
、
又
、
下
字
か
ら
離
れ
た
形
態
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

統
々
．
け
ウ
メ
タ
ル
（
一
四
丁
ウ
）

漫
々
　
l
、
シ
～
タ
〝
　
（
一
四
丁
オ
）

数
々
　
す
タ
J
l
　
　
（
一
九
丁
オ
）
．

耽
々
　
サ
ケ
‘
ノ
タ
心

相
軽
　
サ
ウ
′
J
レ
ク

梓
々
　
ツ
i
・
ノ
J

（
一
四
丁
オ
）

（
一
八
丁
ウ
）

（
二
〇
丁
オ
）

漸
々
　
ツ
ナ
／
）
　
　
（
二
〇
丁
ウ
）

次
掲
の
資
料
に
も
右
の
三
様
の
形
態
が
見
ら
れ
る
。

○
書
陵
雷
蔵
三
條
西
安
隆
書
罵
本
史
記

（
下
寄
り
）
　
悉
　
っ
L
リ
＼
ま
　
　
（
秦
本
紀
）

（
下
　
端
）
　
畢
　
コ
l
n
r
I
エ
　
（
五
帝
本
紀
）

（
腫
　
れ
）
　
軽
　
＋
ル
ー
レ
／
　
（
秦
本
紀
）

○
静
嘉
堂
文
庫
蔵
古
文
尚
書
室
町
初
期
鮎

（
下
寄
れ
）
　
威
　
プ
し
て
ノ
　
　
（
巻
一
）

（
下
　
端
）
　
衆
　
五
㌢
　
　
（
巻
四
）

條
　
1
．
7
～
一
．
（
巻
五
）
．

（
離
　
れ
）
　
夫
l
人
　
ヒ
ト
′
し
　
（
巻
十
こ

○
足
利
学
校
遺
跡
園
書
館
蔵
孝
経
直
解
室
町
期
瓢
　
一

畢
．
T
L
丁
子
－
一

衆
　
も
マ
ノ

放
、
レ
ハ
′
ノ

（
同
　
　
上
）

（
放
本
紀
）

（
秦
本
紀
）

師
－
t
巧
く

成
　
ブ
ト
く

（
巻
一
）

（
巻
五
）

（
下
寄
り
）
　
家

（
下
　
端
）
　
弟

（
離
．
れ
）
　
靡

栴

　

字

　

の

イ
’
一
一
　
（
二
五
丁
オ
）

シ
つ
タ
〆
　
（
〓
ハ
丁
ウ
）

．
レ
八
女
　
　
（
　
九
丁
ウ
）

沿
　
革
　
槽
　
劾
（
小
林
）

恭
　
ウ
ヤ
ノ
レ
旦
　
（
二
三
丁
オ
）

差
　
レ
＋
ン
J
i
　
　
（
一
七
丁
ウ
）

交
・
コ
も
一
く
′
．
7
（
二
〇
丁
オ
）



踊
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
槽
　
詔
（
小
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

室
町
時
代
に
お
け
る
二
字
踊
字
の
形
態
は
、
右
述
の
如
く
鎌
倉
後
半
期
に
見
ら
れ
る
形
態
を
使
用
し
な
が
ら
も
、
新
た
に
下
字
か
ら
離
れ

た
形
態
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
．
「
1
－
ノ
」
の
形
態
が
屡
々
見
ら
れ
る
こ
と
等
に
特
徴
を
見
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

三
、
片
促
名
文
に
お
け
る
二
字
踊
字

片
佃
名
文
は
、
l
そ
の
鹿
立
上
、
．
訓
鮎
所
用
の
片
恨
名
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
従
っ
て
二
字
踊
字
に
お
い
て
、
片
恨
名
文
も
訓
鮎

資
料
で
見
た
の
と
ほ
ぼ
同
様
な
時
代
的
推
移
を
示
し
て
い
る
。

院
政
時
代
の
資
料
で
は
、
起
筆
位
置
は
上
字
の
右
傍
で
あ
る
。
山
口
光
図
氏
蔵
打
開
集
は
、
長
峯
二
年
（
二
三
四
）
の
書
寓
と
見
ら
れ

る
も
の
で
、
踊
字
は
、
．

増
4
虻
一
、
・
賢
キ
ワ
．
サ
シ
ツ
ル
ト
（
一
丁
オ
）

倍
イ
l
、
訂
く
込
ノ
キ
テ
（
一
丁
ウ
）
　
l

ナ
．
か
て
共
後
二
頭
毛
フ
ト
リ
テ
（
一
二
丁
オ
）

⑧

と
あ
り
へ
法
隆
寺
蔵
法
華
一
首
座
聞
書
抄
院
政
末
期
書
籍
本
も
同
趣
で
あ
る
。

イ
ゴ
・
＼
1
1
⊃
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
巧
く
ノ
タ
か
ラ

．
．
智
母
ト
一
T
U
L
せ
ト
　
　
　
　
　
　
有
J
γ
道
心
堅
固
ニ
シ
テ

さ
て
鎌
倉
期
に
お
い
て
は
、
起
筆
位
置
が
下
字
の
右
鯵
に
な
る
。
し
か
も
そ
の
初
期
に
は
、
下
字
の
右
肩
よ
り
起
筆
し
て
い
る
。
国
書
栗

本
安
物
集
（
博
康
痕
自
筆
本
）
に
は
、
．
次
の
如
ぐ
あ
る
。

ヨ
ガ
く
カ
で
フ
ヒ
ツ
タ

⊥
カ
ぅ
ト
カ
ブ
．
1

7
日
て
ソ
一
一
り
ナ
チ
へ
、



大
福
光
寺
本
方
丈
記
は
、
川
瀬
一
馬
博
士
に
よ
っ
て
長
明
自
筆
本
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
桐
字
の
形
態
は
、
次
の
如
き
形
態
を
示
し
て

い
る
。

（
右
傍
の
尿
中
）
　
＋
ノ
ウ
し
　
（
七
七
行
）

タ
一
レ
′
1
（
一
〇
八
行
）

．
t
ァ
l
　
（
一
四
一
行
）

（
眞
中
よ
り
や
や
上
）
　
T
b
r
　
（
一
三
一
行
）
　
、
タ
㌣
　
（
一
九
行
）

ッ
ん
r
・
・
（
二
二
〇
行
）

（
眞
中
よ
り
や
や
下
）
　
♪
・
，
r
　
（
二
四
三
行
）
　
　
ヱ
7
1
　
（
二
七
四
行
）

訊
智
院
本
三
賓
給
は
文
永
十
年
（
一
二
七
二
）
書
黒
で
、
起
筆
位
置
は
、
右
傍
尿
中
叉
は
上
寄
り
で
あ
る
。

〇
、
し
⊥
ク
＼
　
　
　
ブ
サ
／
、
　
　
丁
ろ
く
　
（
巻
中
）

0
－
イ
巧
く
（
巻
中
・
巻
下
）
．
一
つ
り
く
ノ
　
（
巻
中
）

鎌
倉
後
期
書
謁
の
古
今
訓
鮎
抄
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
島
本
の
踊
字
の
起
筆
位
置
は
、
下
寄
り
で
あ
り
、

雪
ノ
　
T
こ
7
、

又
、
高
山
寺
蔵
受
法
用
心
集
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
島
本
で
も
、

∵
ナ
．
フ
、
し
ク
　
　
　
　
ヲ
り
γ
、
タ
叫
え
叱
こ

の
如
く
下
寄
り
起
筆
で
あ
る
。
東
洋
文
庫
域
明
恵
上
人
歌
集
で
も
、

つ
－
ッ
′
－
ト
　
　
　
ト
あ
て
ー
　
　
　
　
ア
ー
ク
ー
シ
ク
・

つ
T
t
つ
（
－

等
下
寄
り
が
多
く
、
時
に
「
J
J
・
う
」
の
如
く
、
下
端
よ
り
や
や
上
に
起
筆
位
置
が
あ
る
例
も
あ
り
、
踊
字
の
形
態
は
、
鎌
倉
中
期
以
降

後
半
期
の
様
相
を
示
し
て
い
る
。

踊
一
．
字
　
の
　
沿
　
革
　
槽
　
詔
（
小
林
）



踊
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
槽
　
詔
（
小
林
）

四
、
土
卑
踊
字
の
形
態
愛
選
の
原
因
等

平
恨
名
文
は
、
殆
ど
が
書
蔦
年
時
を
明
碇
に
示
さ
ず
、
し
か
も
物
語
・
和
歌
等
の
和
文
挙
作
品
で
は
韓
寓
を
一
再
な
ら
ず
経
た
も
の
が
大

部
分
な
の
で
、
一
本
稿
の
如
き
表
記
を
主
封
象
と
す
る
研
究
賃
料
と
し
て
は
、
片
恨
名
の
場
合
に
比
べ
て
、
困
難
が
多
い
。
又
、
平
恨
名
の
踊

字
に
つ
い
て
は
中
田
博
士
が
論
ぜ
ら
れ
た
所
で
も
あ
る
の
で
詳
述
を
避
け
る
が
、
二
字
踊
字
の
起
筆
位
置
の
欒
達
は
、
片
酸
名
の
場
合
と
一

両
で
は
ほ
ぼ
同
様
な
推
移
を
辿
．
っ
．
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
小
異
の
面
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

平
佃
名
に
よ
る
文
革
作
品
の
喘
矢
と
さ
れ
る
、
．
土
左
日
記
は
、
l
幸
い
に
貫
之
の
自
筆
本
の
面
影
を
停
え
る
青
糸
番
屋
本
が
現
存
し
て
い

る
。
こ
の
本
は
成
程
、
恨
名
退
・
漢
字
の
使
用
状
態
等
の
表
記
面
か
ら
見
て
も
東
平
（
九
三
一
－
九
三
八
）
頃
の
様
相
を
窺
わ
し
め
る
も
の

で
あ
る
が
、
為
家
の
韓
島
本
を
近
世
に
再
特
需
t
た
経
過
は
、
二
字
踊
字
の
形
態
に
も
反
映
し
て
い
る
。

①
．
む
．
～

々
仁
イ
l

均
一
け
ハ
い
く

㊥
　
い
て
！
ヽ
l

㊦
　
乙
－
．
）
く

J
h
r
・
．

（
二
頁
3
・
八
頁
1
・
四
四
頁
9
）

（
二
三
頁
4
）
．
　
　
　
1
′
ゝ
く
・
、
（
五
四
頁
1
）

（
六
九
頁
7
）

（
　
九
頁
3
）
　
　
　
　
　
「
良
く
　
（
三
三
頁
3
）

（
一
〇
頁
9
・
二
二
頁
7
・
二
八
頁
9
）

（
二
五
頁
3
）
　
　
　
　
　
と
一
句
－
（
六
三
頁
1
）

⑦
の
起
筆
位
置
が
下
端
で
あ
る
形
態
が
最
も
多
く
、
し
か
も
、
㊥
の
如
く
、
起
筆
位
置
が
下
字
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
形
態
も
散
見
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
起
筆
位
置
を
、
康
保
三
年
（
九
六
六
）
頃
書
富
の
石
山
寺
蔵
虚
空
蔵
菩
薩
念
訴
次
第
紙
背
倍
名
消
息
の
二
字
踊
字
と

比
較
す
れ
ば
、
明
か
に
相
達
す
る
こ
と
が
判
る
。
即
ち
こ
こ
に
は
の
㊥
の
形
態
は
見
ら
れ
ず
、

㊤
　
1
－
′
コ
ん
り
い
り
い
ム



）

⑳
　
、
h
q
．
′
＼
号
音

の
二
は
の
み
で
あ
る
。
前
者
㊤
は
起
筆
位
置
が
上
字
右
肩
に
あ
る
。
二
字
踊
字
の
起
筆
が
上
字
か
ら
か
か
る
形
態
は
平
安
時
代
の
他
の
平
保

名
文
に
も
見
る
所
で
、
同
時
代
の
片
侶
名
の
場
合
に
相
通
ず
る
。
一
方
、
右
抱
の
⑳
は
恐
ら
く
平
恨
名
文
の
「
ロ
ロ
、
、
」
か
ら
直
接
に
起

源
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
下
字
か
ら
起
筆
す
る
形
態
が
、
片
恨
名
に
お
い
て
は
、
l
平
安
時
代
に
は
一
般
的
で
な
い
。
こ
れ
は
、
二
字

踊
字
に
お
け
る
、
上
字
起
筆
の
A
形
式
と
並
ん
で
、
平
安
時
代
の
片
侶
名
で
は
B
形
式
の
「
□
□
、
、
」
が
用
い
ら
れ
、
し
か
も
こ
の
B

形
式
は
、
依
然
と
し
て
二
つ
の
重
瓢
符
で
あ
っ
て
複
線
に
な
っ
て
い
な
い
事
と
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
先
に
例
外

と
し
て
指
摘
し
た
、
文
鎮
秘
府
論
保
延
四
年
鮎
の
「
T
チ
′
、
」
（
下
字
「
チ
」
の
右
傍
下
寄
り
か
ら
起
筆
）
は
、
こ
の
資
料
の
二
字
踊
字
が

殆
ど
「
□
□
、
、
」
の
B
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
漸
く
片
恨
名
の
世
界
で
、
・
B
形
式
か
ら
も
、
短
線
化
、
や
が
て
は
一
筆
書
き
の
二

字
踊
字
が
生
ず
る
走
り
を
示
す
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
、
片
恨
名
資
料
に
お
け
る
、
二
字
踊
字
の
形
態
を
、
l
起
筆
位
置
の
高
低
と
い
う
覿
鮎
か
ら
、
そ
の
欒
運
を
眺
め
て
来
た
の
．
で
あ
る

が
、
起
筆
位
置
と
時
代
と
の
関
係
を
纏
め
る
と
凡
そ
次
の
如
く
な
る
。

1
　
上
字
の
右
傍
よ
り
起
筆
（
平
安
時
代
）

コ
、
〓
、
－
「
フ
〓
て
＼
〓
↓
て

【
リ
ロ
、
　
n
フ
田
＼

2
　
下
字
の
右
傍
で
、
眞
中
よ
り
上
寄
り
又
は
右
肩
か
ら
起
筆
（
鎌
倉
時
代
前
半
期
）

コ
マ
！
、

□
？

踊
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
績
　
詔
（
小
林
）



踊
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
璃
　
詔
（
小
林
）

3
　
下
字
の
右
傍
眞
中
な
い
し
は
下
寄
り
か
ら
起
筆
（
鎌
倉
時
代
中
後
期
）

〓
「
ブ
＼
　
〓
「
フ
＼

．
4
　
下
字
の
右
傍
で
、
下
端
よ
り
起
筆
（
鎌
倉
後
期
以
降
）

□
ロ
ノ
く

5
　
下
字
の
下
に
離
れ
た
位
置
よ
り
起
筆
（
南
北
朝
期
か
ら
散
見
、
室
町
時
代
に
多
く
見
る
）

□
□
4
ノ

鎌
倉
後
半
期
以
降
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
代
か
ら
の
形
態
を
も
用
い
、
新
形
態
と
併
用
し
て
い
る
。

右
の
諮
例
が
示
す
如
く
、
二
字
踊
字
．
の
起
筆
位
置
の
欒
透
は
、
時
間
の
推
移
に
従
っ
て
一
定
の
時
期
を
劃
し
乍
ら
行
わ
れ
た
事
象
で
、
個

人
差
を
準
え
、
叉
漢
籍
と
偽
書
・
図
書
と
い
う
資
料
や
系
統
の
相
違
に
は
殆
ど
係
り
な
く
、
国
語
史
上
の
一
般
的
な
事
象
と
し
て
把
え
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

L
で
み
る
と
、
こ
れ
が
欒
透
の
原
因
は
、
一
体
如
何
な
る
所
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
、
平
安
時
代
と
鎌
倉
時
代
と
の
間
に
は
・
起

筆
位
置
が
上
字
の
右
傍
か
ら
下
字
の
右
傍
へ
と
移
り
、
敢
然
と
し
た
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
常
に
例
外
の
預
想
さ
れ
る
表
記
史
に
お
い
て
、

か
く
の
如
き
顧
著
な
事
宜
の
あ
る
こ
と
に
は
、
然
る
べ
き
理
由
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
段
階
に
お
い
て
、
そ
れ
を
動
か
し
た

外
的
権
威
の
如
き
も
の
は
考
え
難
い
。
．
従
っ
て
、
踊
字
そ
の
も
の
の
中
に
原
因
を
求
め
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

踊
字
使
用
の
推
移
の
中
で
、
l
平
安
時
代
と
鎌
倉
時
代
と
の
間
に
相
違
の
あ
っ
た
も
の
に
、
B
形
式
の
「
口
〓
ロ
、
、
」
が
あ
る
。
即
ち
、
B

形
式
の
疏
字
は
、
鎌
倉
時
代
以
後
は
殆
ど
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
事
蜜
が
あ
る
。
こ
の
事
は
、
先
述
の
要
約
に
掲
げ
た
如
く
、
中
田
博
士
が

既
に
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
但
し
、
B
形
式
は
、
鎌
倉
時
代
に
も
次
の
如
く
用
い
ら
れ
た
資
料
が
あ
り
、
皆
無
で
は
な
い
。

○
叡
山
文
庫
域
息
心
抄
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
鮎



y
へ
，
，

悪
食
．
屡
　
′
現
シ
　
テ

．
共
薬
7
ラ
、
、
シ
キ
木
ア
リ

○
日
本
書
紀
第
二
買
魂
二
年
（
一
二
三
六
）
．
瓢

コ

ト

，

ヽ

ニ

毎
　
　
遺
前
窮
乏
紋

○
青
今
日
錠
抄
買
祓
四
年
頃
瓢

胃

タ

、

・

へ

し

能
々
　
可
レ
尋
（
上
巻
、
日
本
書
紀
引
用
部
分
）
．

〇
池
田
庄
太
郎
氏
蔵
十
七
條
憲
法
寛
恕
三
年
鮎

．
し

輿
レ
衆
毛
．
ロ
…
と
宜
し
論
　
　
　
　
　
　
　
－

7

ケ

ツ

ロ

ウ

輿
衆
吾
．
三
相
二
がワキ
電
ソ
ん

○
高
山
寺
銭
周
本
紀
鎌
倉
初
期
鮎

コ

ト

Ⅰ

・

に

　

ス

訪
侯
成
　
合

〇
番
陵
部
蔵
自
氏
文
集
聖
二
、
元
手
四
年
（
三
≡
四
）
瓢

て
令
舌
夷
空
欄
交
ヘ
リ
・
軋
（
法
曲
）

コ
毛
I
－

y

ハ

l

1

一
空
舞
敦
　
l
唱
〓
此
歌
】
（
胡
旋
女
）

γ
へ
・
‥
‘
＋
八
カ
サ
キ

且
．
　
田
二
（
折
膏
翁
）

こ
の
資
料
の
二
字
踊
字
は
こ
の
B
形
式
の
み
で
あ
る
。
．
本
奥
に
、
菅
原
烏
長
の
侍
語
本
と
長
久
二
年
一
（
一
．
〇
四
・
こ
l
の
藤
原
正
家
の
家
説

と
を
停
え
た
記
事
が
あ
る
。
．

こ
れ
ら
は
鎌
倉
初
期
粘
本
か
、
日
本
書
紀
や
古
態
を
停
え
た
漢
籍
等
で
、
擬
古
的
な
用
法
と
見
ら
れ
る
例
外
で
あ
り
、
常
時
の
一
般
に
は

蹄
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
婚
一
一
謂
（
小
林
）



踊
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
積
　
詔
（
小
林
）

見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
平
安
時
代
に
用
い
ら
れ
て
い
た
、
B
形
式
の
「
四
国
、
．
上
は
、
鎌
倉
時
代
に
は
ど
う
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
l
。
鎌
倉
時
代
に
入
る
や
忽
然
と
し
て
消
え
た
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
他
の
形
態
に
欒
容
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

事
賓
、
l
鎌
倉
初
期
に
そ
の
過
程
を
示
す
と
見
ら
れ
る
用
例
が
あ
る
の
で
あ
る
。
先
に
鎌
倉
初
期
の
項
に
お
い
て
、
古
文
孝
脛
建
久
六
年
鮎
・

渾
摩
詞
術
諭
森
元
≡
毎
恋
・
自
民
文
集
嘉
碩
四
年
鮎
に
「
匠
　
甲
∴
の
形
態
が
例
外
的
に
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
形
態
は
、
次

の
二
瓢
に
お
い
て
平
安
時
代
成
立
の
A
形
式
「
吼
′
痢
r
」
と
は
関
聯
が
見
出
せ
な
い
。
第
一
に
、
A
形
式
は
平
安
時
代
に
上
字
の
重
鮎
符

が
鮎
か
ら
短
線
化
し
更
に
一
筆
書
き
に
欒
容
し
来
り
、
院
政
時
代
後
半
に
は
一
筆
書
き
が
完
成
し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
前
半
期
に
も
、
下
字

の
右
肩
か
ら
起
筆
す
る
形
式
の
二
字
踊
字
は
必
ず
一
筆
書
き
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
両
者
は
同
形
式
の
も
の
で
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代

へ
と
同
一
延
長
線
上
に
あ
る
、
A
形
式
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
右
の
短
線
と
鮎
と
の
組
合
せ
例
は
、
A
形
式
の
方
で
は
既
た
一
筆

書
き
忽
刀
成
化
が
終
っ
た
後
の
鎌
倉
初
期
に
見
ら
れ
る
所
か
ら
、
A
形
式
と
は
別
系
の
形
式
の
欒
容
と
想
定
さ
れ
る
。
第
二
に
、
右
の
鎌
倉

初
期
鮎
本
に
見
ら
れ
る
、
短
線
と
鮎
と
の
二
字
踊
字
の
五
線
の
起
筆
位
置
は
、
下
字
の
右
傍
眞
中
よ
り
下
寄
り
で
あ
る
。
A
形
式
の
二
字
踊

字
の
起
筆
位
置
は
、
鎌
倉
時
代
初
．
期
に
は
、
下
字
の
右
肩
に
あ
り
、
下
字
の
下
寄
り
か
ら
起
筆
す
る
の
ほ
中
期
以
降
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の

瓢
で
も
、
平
安
時
代
に
上
字
右
傍
か
ら
起
筆
し
た
A
形
式
と
直
接
結
び
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
、
二
字
踊
字
で
A
形
式
と
は
別
の
形
式
た
る

「
閻
二
四
、
、
」
の
B
形
式
が
顧
み
ら
れ
て
変
る
。
B
形
式
は
、
院
政
期
ま
で
欒
容
が
殆
ど
な
く
用
い
ら
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
B
形

式
の
上
の
方
の
重
鮎
符
が
欒
容
を
始
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
形
態
は
A
形
式
の
先
例
が
示
す
如
く
、
矩
線
化
1
一
筆
書
き
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
叉
、
起
筆
位
置
は
、
恨
名
二
字
の
下
字
の
右
下
端
か
或
い
は
下
端
よ
り
や
や
上
の
遺
と
な
る
（
そ
の
先
例
も
A
形
式
の
方
が
既
に
示
し

て
い
る
）
。
さ
す
れ
ば
、
鎌
倉
初
期
瓢
本
に
見
ら
れ
た
「
D
P
　
」
は
、
B
形
式
の
欒
容
す
る
一
過
程
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
方
は
例
も
少
く
、
主
流
は
A
系
統
の
方
に
あ
っ
た
こ
と
を
語
例
が
示
し
て
い
る
。

B
形
式
が
鎌
倉
期
に
な
っ
て
欒
容
を
始
め
た
原
因
は
、
恐
ら
く
、
既
に
完
成
し
た
A
形
式
に
影
響
さ
れ
て
、
之
に
l
歩
遅
れ
乍
ら
も
、

形
態
を
一
筆
書
き
へ
警
㌻
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
反
面
、
起
筆
を
下
字
の
下
端
部
よ
り
始
め
る
B
形
式
に
引
か
れ



て
、
主
流
た
る
A
形
式
も
、
起
筆
位
置
を
上
字
か
ら
下
字
へ
下
げ
て
釆
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
く
て
起
筆
位
置
が
下
字
に
移
っ
た
主
流

は
、
時
と
共
に
漸
次
起
筆
位
置
が
下
降
し
て
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
以
降
・
二
字
踊
字
の
起
筆
位
置
が
下
降
し
た
原
因

は
、
恐
ら
く
、
人
間
の
書
記
努
力
の
軽
減
化
の
力
が
無
意
識
の
裡
に
働
い
た
も
の
で
、
侶
名
二
字
を
書
い
た
上
で
再
び
紙
面
の
上
方
に
戻
っ

て
踊
字
を
書
起
す
よ
り
も
、
下
字
そ
の
も
の
か
ら
、
し
か
も
な
る
べ
く
下
部
の
方
か
ら
起
筆
す
る
方
が
実
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
平
安

時
代
か
ら
鎌
倉
・
室
町
時
代
へ
か
け
て
の
、
二
字
踊
字
の
起
各
部
の
欒
透
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
椴
畦
に
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

か
か
る
言
語
に
お
け
る
身
田
上
の
努
力
の
軽
減
化
が
、
言
語
欒
達
の
原
因
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
音
韻
史
上
、
唇
音
退
化
の
傾
向
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
す
れ
ば
、
表
記
史
上
に
も
、
書
記
努
力
の
面
か
ら
す
る
同
趣
の
債
向
は
考
え
得
る
所
で
あ
ろ
う
。

〔注〕

∂Q◎
○
　
◎

C
J
◎

「
‖
也㊥

「
本
邦
音
符
考
」
の
反
空
目
符
、
『
国
語
図
文
の
研
究
』
所
収
。

「
反
鐙
音
符
」
（
日
本
文
嘩
大
詰
典
所
収
）
・
後
に
『
文
字
及
び
慣
名
達
の
研
究
』
（
橋
本
進
書
博
士
著
作
集
第
三
冊
）
に
再
収
・

国
語
文
化
講
座
巻
二
。

『
訓
鮎
資
料
と
訓
鮎
語
の
研
究
』
二
三
頁
。

『
古
鮎
木
の
同
語
撃
的
研
究
・
経
論
箱
』
六
〇
五
頁
。

以
後
院
政
後
半
期
に
は
晶
が
一
般
的
と
な
る
が
、
中
に
は
‥
喜
陵
部
臓
大
乗
本
生
心
地
現
経
巻
第
八
院
政
末
期
鮎
の
如
く
、
絶
て
晶
の
資
料
も
あ

る
。在
　
T
L
、
L
と
J
（
一
三
行
）

表
、
ン
・
・
え
　
（
九
六
行
）

倍
・
．
ヰ
シ
ャ
し
．
（
二
〇
六
行
）

殆
　
叫
と
ー
（
二
一
六
行
）

こ
の
資
料
は
傍
訓
に
全
巻
平
侶
名
蛭
を
用
い
て
あ
り
、
訓
鮎
資
料
と
し
て
も
他
と
異
な
り
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

踊
　
字
　
の
　
沿
　
革
　
穏
　
詔
（
小
林
）



踊
　
字
　
の
、
沿
一
．
宰
　
相
　
詔
（
小
林
）

⑦
編
か
削
l
和
泉
往
充
補
正
（
訓
聖
冒
訓
鮎
叢
十
八
輯
）

⑧
　
法
華
一
百
座
聞
事
抄
の
二
字
踊
字
の
起
筆
位
置
は
大
部
分
が
上
字
の
右
勝
又
は
右
下
に
あ
る
が
、
少
数
下
字
の
右
傍
に
あ
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ

は
恐
ら
く
、
親
本
が
平
恨
名
文
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
国
語
挙
国
文
畢
助
教
授
）



C10)

of renga by about 250 poets, Sakushalurui has an orderly arrangement

of the authors with simple notes on each of. them. Therefore it is one

of rare and important sources if it is intended to know about their

lives.

In the present paper, after having examined the thirty Shakusha-

burui now remaining, I have classified them into the three categories, in

each of which I have indicated the oldest forms of description. It has

been proved that the oldest ones of each category were formed between

1495 and 1496. '

A Postscript to the History of a Repeating Sign :

' Yoshinori KOBAYASHI

It is already known that the sign " ( *; standing for the repetition

of a" certain Japanese' alphabet (tea), is derived from the Chinese '££* '

^A". The present study has revealed a couple of additional'facts

about the development of the sign. '

First, the starting-point of the sign " { " was immediately at the

right of the first kana, during the Heian period. After the Kamakura

period, it gradually shifted downward and became what it is nowadays

in the Muromachi period. This change took place in parallel with that

of the times.

Secondly, the transition of the starting-point is attributed to the

economy of labour on the part of a writer.

An Aspect' of Serial Yomihohs-a flux of;Kamigata. Yomihon

' ; Kuniharu YOKOYAMA

Since Santo Kyoden's Chusin-suikoden, \ published in the llth year of
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